
   

26 日 獣 発 第 127 号 

平成 26 年 7 月 30 日 

 

地方獣医師会会長 各 位 

 

公益社団法人 日本獣医師会 

会 長  藏 内 勇 夫 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

韓国における口蹄疫の発生について 
 

このことについて、平成 26 年 7 月 24 日付け 26 消安第 2309 号をもって、農林水

産省消費・安全局動物衛生課長から別添のとおり通知がありました。貴会関係者に周

知方よろしくお願いいたします。 

このたびの通知は、①平成 26年 7月 24 日付けで韓国家畜衛生当局から、慶尚北道

義城郡の豚飼育農場において口蹄疫（O 型）の発生が確認された旨の発表があったこ

と、②韓国における本病の発生については、2011 年4月 21日の発生以来 3年 3カ月

振りに確認されたもので、OIE（国際獣疫事務局）から口蹄疫のワクチン接種清浄国

と認定されたなかで発生したものであること、③かねてから東アジア地域では、北朝

鮮、ロシア、中国等で口蹄疫が続発しており、我が国と地理的に近く、人の往来や物

流の盛んな韓国において発生が確認されたことにより、我が国への口蹄疫ウイルスの

侵入リスクは一段と高い状況になったと考えられること、④ついては、より一層の口

蹄疫に関する情報の共有に努め、改めて畜産関係者等の危機意識を高めるとともに、

我が国における口蹄疫の発生を未然に防ぐため、特に別添の事項に留意の上、飼養衛

生管理基準の遵守の再徹底及び的確な初動対応の再確認について、万全を期すよう、

都道府県知事宛てに通知したので、了知の上、本会会員に周知を依頼されたものです。 

 

 本件内容の問合せ先 

公益社団法人 

日本獣医師会：事業担当 笹川 

TEL  03－3475－1601 



sasakawa
写














	26-127-施行（韓国における口蹄疫の発生について）
	26消安第2309号

